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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
（一）

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

韮
崎
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
韮
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

a

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

s

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

d

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

韮
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二
（一）

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

韮
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

a

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
を
禁
止
す
る
。

字
奥
ノ
入
三
五
六
七
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

s

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

韮
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

d

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

f

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

g

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

韮
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

上
野
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
百
七
号
　
　
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
一
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
四
年

二
月
二
十
七
日

第
二
千
二
百
七
号

月　曜　日



三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
を
禁
止
す
る
。

字
上
河
原
二
五
八
八
・
字
前
原
二
七
一
〇
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

２
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

上
野
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

３
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

４
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

５
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

上
野
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
四
一
一
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
大
常
木
一
四
四
六
番
の
五

旧

一
四
・
〇
〜

六
一
三
・
〇

地
先
か
ら

三
七
・
一

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
大
常
木
一
四
四
六
番
の
五

地
先
ま
で

九
・
六
〜

四
四
五
・
〇

四
一
・
〇

新

九
・
六
〜

四
四
五
・
〇

四
一
・
〇

山
梨
県
告
示
第
八
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
の
年
月
日

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

二
　
指
定
道
路
の
位
置

笛
吹
市
八
代
町
南
字
堀
ノ
内
八
百
八
十
七
番
四
、
八
百
八
十
八
番
八
、
八
百
八
十
八
番
九

三
　
指
定
道
路
の
幅
員

六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
　
指
定
道
路
の
延
長

三
十
六
・
五
九
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

'

争
議
行
為
予
告
通
知
の
受
理

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山

梨
民
主
医
療
機
関
労
働
組
合
執
行
委
員
長
田
野
口
博
幸
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
平
成
二

十
四
年
二
月
十
五
日
付
け
で
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
事
件

次
の
要
求
事
項
解
決
の
た
め

１
　
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
・
福
祉
・
介
護
労
働
者
の
大
幅
増
員
。

２
　
生
活
を
守
る
賃
金
と
雇
用
の
確
保
。
大
幅
な
一
時
金
の
獲
得
、「
成
果
主
義
賃
金
」「
業
績
評

価
制
度
」
の
導
入
反
対
。
不
払
い
時
間
外
労
働
の
一
掃
。
下
請
け
・
派
遣
労
働
の
導
入
・
拡
大
反

対
。

３
　
長
時
間
・
二
交
代
制
勤
務
反
対
。
夜
勤
交
代
制
労
働
者
の
「
一
日
八
時
間
以
内
、
週
三
十
二
時

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
百
七
号
　
　
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

一
二
〇



間
、
勤
務
間
隔
十
二
時
間
以
上
」
勤
務
実
現
。

二
　
日
時

平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
以
降
、
要
求
解
決
ま
で
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
。

三
　
場
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
九
番
一
号
　
甲
府
共
立
病
院

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
石
和
共
立
病
院

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
　
巨
摩
共
立
病
院

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
の
一
　
巨
摩
共
立
歯
科
診
療
所

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
八
番
地
の
一
　
御
坂
共
立
診
療
所

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
五
番
地
の
一
　
御
坂
共
立
歯
科
診
療
所

北
杜
市
武
川
町
牧
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
武
川
診
療
所

北
杜
市
武
川
町
牧
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
武
川
歯
科
診
療
所

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
　
共
立
歯
科
セ
ン
タ
ー

甲
斐
市
富
竹
新
田
二
百
三
十
一
番
地
の
一
　
竜
王
共
立
診
療
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
十
番
五
号
　
甲
府
共
立
診
療
所

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
澤
二
百
二
十
五
番
地
の
四
　
ま
す
ほ
共
立
診
療
所

甲
府
市
飯
田
三
丁
目
一
番
三
十
五
号
　
共
立
高
等
看
護
学
院

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
甲
府
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

す
ず
か
け

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
ず

か
け甲

府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
共
立
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
七
番
地
の
二
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ら
ぐ
さ

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
七
番
地
の
二
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ら
ぐ
さ

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
七
番
地
の
二
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
あ
ら
ぐ
さ

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
東
八
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ほ
ほ
え
み

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
八
番
地
の
一
　
御
坂
八
代
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ

北
杜
市
武
川
町
牧
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
か
い
こ
ま
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
百
一
番
地
の
四
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
百
一
番
地
の
四
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
百
一
番
地
の
一
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
す
ら
ぎ

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
甲
府
市
中
央
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
　
巨
摩
共
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
き
や
り

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
通
所
介
護
事
業
所
ふ
れ
あ
い

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
澤
二
百
二
十
五
番
地
の
四
　
ま
す
ほ
共
立
診
療
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
る
さ

と
大
月
市
猿
橋
町
殿
上
五
百
八
十
七
番
地
の
一
　
共
立
診
療
所
さ
る
は
し

大
月
市
猿
橋
町
殿
上
五
百
八
十
七
番
地
の
一
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
さ
る
は
し

大
月
市
猿
橋
町
殿
上
四
百
二
番
地
の
一
　
共
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
う
え

甲
府
市
若
松
町
六
番
三
十
五
号
　
共
立
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ま
つ

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
九
番
地
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
も
そ
の

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
九
番
地
　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
も
そ
の

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
百
六
十
八
番
地
の
一
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
が
や
小
笠
原
南

甲
府
市
若
松
町
六
番
三
十
五
号
　
共
立
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ま
つ

以
上
の
病
院
、
診
療
所
、
介
護
事
業
所
を
と
り
ま
く
地
域
と
病
院
、
診
療
所
、
介
護
事
業
所
の
構

内
及
び
全
職
場
、
ま
た
は
一
部
職
場
。

四
　
概
要

三
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
、
全
体
的
あ
る
い
は
部
分
的
に
連
続
、
断
続
を
含
む
全
て
の
業
務
の

停
止
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
と
こ
れ
に
対
す
る
妨
害
排
除
の
一
切
の
争
議
行
為
を
単

独
又
は
併
用
し
て
行
う
。

た
だ
し
、
救
急
患
者
及
び
重
症
患
者
の
為
の
保
安
要
員
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
配
置
す
る
。

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
央
市
西
花
輪
字
村
東
一
四
八
の
三
、
四
一
二
の
一
及
び
四
一
四
の
一
部
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
央
市
東
花
輪
千
四
百
六
十
八
番
三
十
四
　
内
藤
　
秀
隆

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
二
号

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
百
七
号
　
　
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

一
二
一



平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
中
　
　
矢
　
　
惠
　
　
三

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
救
助
捜
索
手
当
の
特
例
）

２
　
警
察
職
員
が
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
大
平
洋
沖
地

震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
次
項
及
び
附
則
第
四
項
に
お
い

て
同
じ
。）
に
対
処
す
る
た
め
第
三
十
二
条
の
十
一
第
二
項
の
表
第
二
号
に
規
定
す
る
作
業
（
以
下

「
作
業
」
と
い
う
。）
に
引
き
続
き
五
日
以
上
従
事
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
一
項
の
手
当
の
額
は
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
応

じ
、
同
項
の
表
第
二
号
に
定
め
る
額
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

３
　
警
察
職
員
が
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
お
い
て
作
業
に

従
事
し
た
場
合
に
お
け
る
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
の
手
当
の
額
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
）
に
、
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
作
業
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

区
　
　
　
　
域

作
業
区
分

額

一
　
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

一
万
円
（
心
身
に
著
し

百
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

い
負
担
を
与
え
る
と
人

原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に

屋
外
一

事
委
員
会
が
認
め
る
作

対
す
る
指
示
（
以
下
「
本
部
長
指
示
」
と
い
う
。
）

業
に
従
事
し
た
場
合
に

に
よ
り
、
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

あ
っ
て
は
、
二
万
円
）

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和

三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
三
条
第

六
千
円
（
心
身
に
著
し

一
項
の
警
戒
区
域
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域

い
負
担
を
与
え
る
と
人

又
は
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該

屋
外
二

事
委
員
会
が
認
め
る
作

区
域
と
同
一
の
区
域
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る

業
に
従
事
し
た
場
合
に

区
域

あ
っ
て
は
、
一
万
二
千

円
）

屋
内

二
千
円

二
　
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う

屋
外
一

五
千
円

こ
と
と
さ
れ
た
区
域
又
は
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で

の
間
に
お
け
る
当
該
区
域
と
同
一
の
区
域
と
し
て
人

屋
外
二

三
千
円

事
委
員
会
が
定
め
る
区
域
（
前
号
の
区
域
を
除
く
。）

屋
内

千
円

備
考１

　
「
屋
外
一
」
と
は
、
屋
外
に
お
い
て
行
う
作
業
に
従
事
し
た
時
間
が
一
日
に
つ
い
て
四

時
間
以
上
で
あ
る
場
合
を
い
う
。

２
　
「
屋
外
二
」
と
は
、
屋
外
に
お
い
て
行
う
作
業
に
従
事
し
た
時
間
が
一
日
に
つ
い
て
四

時
間
に
満
た
な
い
場
合
を
い
う
。

４
　
同
一
の
日
に
お
い
て
、
警
察
職
員
が
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
区
域
に
お
い
て
従
事
し
た
作
業
が
同
項
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
作
業
区
分
の
う
ち
二
以
上
の
作
業

区
分
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
区
分
ご
と
に

計
算
し
た
当
該
手
当
の
額
が
同
額
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
額
の
い
ず
れ
か
一
の
額
、
作

業
区
分
ご
と
に
計
算
し
た
当
該
手
当
の
額
が
異
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
う
ち
最
も
高
い
額
と
す

る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規

則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

'

平
成
二
十
四
年
度
山
梨
県
職
員
等
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
山
梨
県
職
員
等
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
中
　
　
矢
　
　
惠
　
　
三

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
百
七
号
　
　
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

一
二
二



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
百
七
号
　
　
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

一
二
三
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目
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所
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ン
ニ
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府
市
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丁
目
六
番

山
梨
県
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報
　
　
第
二
千
二
百
七
号
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成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

一
二
四


